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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和　年　月　　日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

 「わかる」「できる」
授業により、基礎
学力の定着と専門
的な知識・技術の
習得

①学習用端末やＩＣＴ機器の活用をとおして
「わかる」、「できる」授業を推進する。
②生徒個々の状況を把握し、授業改善に取組
むことで基礎基本の定着と専門的な知識、技
術の習得を図る。
③県事業や外部講師の活用と実験・実習の充
実を図ることで、生徒の学習意欲と社会人基
礎力の向上を図る。
④資格取得に積極的に取り組むことで、生徒
のやる気と自信を高める。

 　生徒が主体的に
進路を考え、希望
する進路の実現

①各学年に対応した段階的な進路ガイダン
ス、講演会を実施する。
②LHRや三者面談及び個別指導などにより生
徒一人ひとりに即した丁寧な指導を行い、希
望する進路を実現させる。
③学年・学科等の個別面談を通して、就職・進
学とも専門性を活かした進路を推進する。

   生徒の規範意識
の向上と相談しや
すい支援体制の確
立

①計画的な登校指導や整容指導をとおして基
本的な生活習慣の確立に取り組む。
②交通安全教育、自転車のﾏﾅｰｱｯﾌﾟに取り組
み交通事故０を目指す。
③専門家（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰ
ｶｰ）等による定期的・継続的な教育相談・支援
に取り組む。

   生徒の主体的活
動を支援する各種
活動の充実

①生徒が自主的に取り組めるように、行事の工
夫・改善に取り組む。
②部活動・生徒会活動・農業クラブ活動等の
活動の活性化を図る。
③部活動指導時間を確保するために会議・委
員会の精選に努める。

　 地域や関係機
関との連携により
信頼される学校づ
くりの推進

①未来の職業人材育成事業等を活用し、地域
の教育力を積極的に活用した教育活動を推
進する。

②官産学と連携した商品開発や市民講座に
協力・参加する。

　本校入学の目的
意識を持った生徒
の確保

①学校説明会、体験入学、個別相談、文化祭
時の中学生対象説明会の工夫・改善により本
校の教育活動に対する理解を深める。

②学校の教育活動をＨＰやSNS等を活用して
積極的に情報発信する。

令和　８　年度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 羽 生 実 業 高 等 学 校 ） 　　　　　                                                          Ｅ３６
目指す学校像 確かな専門性と高い人間性を育む学校

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

重　点　目　標

１　基礎的・基本的な知識・技術の定着及びコミュニケーション力を育成し、社会の変化に対応
　　できる能力を育成する授業の実践と主体的に個の適性に合った進路先を選択する進路指導を行う
２　基本的生活習慣の確立と規範意識の高揚を図る生徒指導を行う
３　地域と連携・協働する開かれた学校づくりを推進し、産業人としての意識を醸成する

概ね達成(６割以上)
　出席者　学校関係者　　 　　名
　　　　　生徒　　　　　 　　名
　　　　　事務局(教職員) 　　名

変化の兆し(４割以上)

不十分(４割未満)

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標 年 度 評 価（１月 ２３ 日 現在 ）

現状と課題 方策の評価指標 評価項目の達成状況

【現状】
　学校全体は落ち着いているが、人間
関係や生活習慣に課題を抱える生徒が
一定数いる。また、支援を必要とする生
徒や悩みを抱える生徒が増えている。
【課題】
　あらゆる教育活動をとおして、生徒の
主体性を育むとともに、規範意識の向
上と基本的な生活習慣の確立を図るこ
とで、落ち着いた学校づくりに継続して
取り組む。
また、支援を必要とする生徒に対して
は、教育相談委員会・特別支援教育
コーディネーターを中心に専門家（ＳＣ・
ＳＳＷ）と連携を図り、生徒一人一人に
寄り添った組織的な支援を行う必要が
ある。

①授業ｱﾝｹｰﾄによる授業満足度が向上
したか。（生徒90%以上､保護者90％以
上､教員75%以上）
②教員ｱﾝｹｰﾄによる授業改善に取り組
んだか。（教員95%以上、保護者95％以
上）
③授業に意欲的・積極的に取り組む生
徒の割合が向上したか。（生徒90％以
上、保護者85％以上）
④埼玉県高校生専門資格等取得表彰
（知事表彰）や各種資格取得者が増加し
たか。

【現状】
　現在の進路状況は、就職７割、進学３
割である。多くの生徒が卒業後すぐに
社会人として地域社会で活躍している。
このため、社会人として必要とされる基
礎・基本の定着と専門的な知識・技術
の習得を図るため、授業改善と実験・実
習の充実に取り組んでいる。
【課題】
　生徒自身が、本校の特徴ある教育活
動を通して、自ら考え判断する力やコ
ミュニケーション能力などこれからの社
会で必要とされる「生きる力」と「社会人
基礎力（前へ踏み出す力・考え抜く力・
チームで働く力）」を身に付け、主体的
に進路を選択し社会に貢献する人材を
育成する。

①生徒が主体的に学校行事や特別活動
に参加することができたか。（生徒90%以
上､保護者90％以上）
②生徒会・部活動・農業クラブの各種活
動で成果があったか。
③教員アンケートによる会議の精選・部
活動の指導時間が確保できたか。

①生徒、保護者の進路指導に対する満
足度が向上したか。（生徒85%以上、保
護者95%以上）
②希望した就職先や進学先に合格する
ことができたか。
③農業系、商業系大学・就職先が増加し
たか。
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①生徒・保護者の本校生活指導の満足度
が向上したか。（生徒85%以上､保護者85%以
上）
①服装・頭髪・遅刻等ﾙｰﾙを守る指導（生徒
90%以上､保護者85%以上）
②生徒事故ゼロ、生徒指導件数が減少した
か。
③長期欠席者、転・退学者が減少したか。
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【現状】
　専門学科の特色を活かし、地元のイ
ベントや各種事業に積極的に参加して
いる。しかしながら、生徒募集では、地
元中学生の減少に伴い年々厳しい状
況となっている。
【課題】
　生徒募集事業の工夫・改善を図り、中
学生と保護者に本校の教育活動の理
解を深めることで、目的意識を持った生
徒の入学者を増加させる。

①地元関係機関と行産学連携事業に取
り組むことができたか。

②商品開発や羽生市教育委員会主催
の講座に協力・取り組むことができたか。

①本校に目的意識をきちんと持った中学
生の入学者が増えたか。

②学校説明会・体験入学・個別相談会
及びＨＲ等の更新・閲覧回数が増加した
か。


